
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端部にカム面を有する駆動部材と、この駆動部材を駆動させる駆動源と、スライド可
能な操作部材と、この操作部材をロック状態、非ロック状態に保持することによりＯＮ／
ＯＦＦ操作が可能な第１スイッチと、前記操作部材の一部に形成されたカム凹部と、この
カム凹部の底面に深さの異なる複数の平坦面を組み合わせて形成したカム底面と、このカ
ム底面に隣接して突出形成されたロック壁と、前記操作部材のスライドで前記カム凹部の
前記カム底面に誘導されて前記ロック壁に位置し前記操作部材をロック状態に保持するこ
とができるロック部材と を備え、前記操
作部材は、前記ロック状態から更に一方向に移動させることができるオーバーストローク
域を有し、前記操作部材が前記オーバーストローク域を往復移動しているときは、前記操
作部材のロック状態が解除されないようにし、

前記操作部材のロック状態を解除するときは、前記駆動
源の駆動で前記駆動部材を介して前記操作部材をロック状態から非ロック状態に自動操作
できるようにしたことを特徴とするスイッチ装置。
【請求項２】
　前記操作部材が前記オーバーストローク域内を移動するときの前記ロック部材が位置す
る前記カム底面を第１平坦面で形成し、この第１平坦面の周囲の前記カム凹部を形成する
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、前記第１スイッチに並設された第２スイッチと

前記第１スイッチは、前記操作部材がロッ
ク状態にあるときはＯＮ、また前記操作部材が非ロック状態にあるときはＯＦＦされ、前
記第２スイッチは、前記操作部材がオーバーストローク域内を往復移動するときにＯＮ／
ＯＦＦされるようにすると共に、



側壁の一部にガイド壁を形成し、前記操作部材が前記オーバーストローク域内を往復移動
するときは、前記ロック部材は、前記ガイド壁にガイドされて前記第１平坦面に隣接して
前記第１平坦面の深さより深い第２平坦面側に逃げないようにしたことを特徴とする請求
項１記載のスイッチ装置。
【請求項３】
　

ことを特徴とする請求項１、または２記載のスイッ
チ装置。
【請求項４】
　前記駆動源

ことを特徴とする請求項 載のスイッチ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はスイッチ装置に係わり、テレビ、ＶＴＲ、あるいはファーンヒータ等の各種機器
の電源に使用が好適なスイッチ装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来のスイッチ装置を図１１、１２に基づいて説明する。まず、図１１に示すように、第
１の枠体２０にＡＣスイッチ部２０ａ、およびソレノイド部２０ｂが形成されている。ま
た、ＡＣスイッチ部２０ａの図示右側には、第１の枠体２０とは別体の第２の枠体２１が
配設され、この第１の枠体２１にＤＣスイッチ部２１ａが形成されている。前記ＡＣスイ
ッチ部２０ａにはＡＣスイッチ２２が取り付けられ、ＤＣスイッチ部２１ａにはＤＣスイ
ッチ（図示せず）が取り付けられている。
前記ＡＣスイッチ２２の内部には、ＡＣスイッチ２２、およびＤＣスイッチをＯＮ／ＯＦ
Ｆすることができるスライド部材２３が配設され、このスライド部材２３に一体形成され
た操作軸２３ａがＡＣスイッチ２２の前面から突出した状態で配設されている。
前記スライド部材２３は、常に矢印Ａ方向に弾性付勢されており、操作軸２３ａが最も図
示左側に位置した状態では、ＡＣスイッチ２２、およびＤＣスイッチがそれぞれＯＦＦさ
れた初期状態になっている。
【０００３】
この初期状態からスライド部材２３を矢印Ｂ方向に押圧すると、ＡＣスイッチ２２、およ
びＤＣスイッチがＯＮされると共に、スライド部材２３がロック状態になって保持される
ようになっている。
前記スライド部材２３には、図１２に示すようなカム凹部２３ｂが所定の深さで彫り込み
されて形成され、このカム凹部２３ｂの底面に複数の傾斜面と段部とから成るカム底面２
３ｃが形成されている。このカム底面２３ｃには、ロック壁２４ａを有するハートカム部
２４が突出形成されている。
前記カム凹部２３ｂにはロック部材２５が位置しており、このロック部材２５は、両端が
それぞれ同方向に直角に折り曲げられ、一端部に揺動支点２５ａと他端部にロック部２５
ｂとが形成されている。
前記ロック部材２５は、揺動支点２５ａがＡＣスイッチ２２側のケース（図示せず）に軸
支され、スライド部材２３が矢印Ａ、Ｂ方向に往復移動するに従って、ロック部２５ｂが
カム底面２３ｃに誘導されてハートカム２４の周囲を揺動、及びロック壁２４ａに位置す
るようになっている。
【０００４】
また、ソレノイド部２０ｂに取り付けられたソレノイド２６は、コイル（図示せず）に通
電されると、プランジャ２６ａが矢印Ｂ方向に吸引されるようになっている。
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前記駆動源は可動鉄芯を有するソレノイドから成り、前記駆動源の駆動で、前記駆動部
材を介して前記操作部材をロック状態から非ロック状態に自動操作することができると共
に、前記可動鉄芯を手動で操作して前記ロック状態の前記操作部材を強制的に非ロック状
態に操作することができるようにした

と、前記操作部材と、前記第１と第２のスイッチとを１つの枠体に取り付け
た １記



前記ソレノイド２６により駆動される駆動カム２７は、第１の枠体２０に支持される回動
支点２７ａを中心として回動自在に支持されている。また、駆動カム２７の一端部２７ｂ
には、ソレノイドのプランジャ２６ａが係合され、プランジャ２６ａの吸引に合わせて、
駆動カム２７が回動するようになっている。
また、駆動カム２７の他端部２７ｃには山形状のロック解除部２７ｄが形成されている。
【０００５】
このような従来のスイッチ装置の動作は、ソレノイド２６が非励磁状態の初期状態にある
時は、図１２に示すように、ロック部材２５のロック部２５ｂが、ハートカム２４のロッ
ク壁２４ａから外れた所に位置している。このとき、ＡＣスイッチ２２とＤＣスイッチは
、それぞれＯＦＦ状態の初期状態になっている。
次に、スライド部材２３を矢印Ｂ方向に移動させると、ロック部２５ｂが、カム底面２３
ｃに誘導されて、これにより一段深く形成されたカム底面２３ｄに移動し、ロック壁２４
ａに位置する。このロック部２５ｂがロック壁２４ａに位置すると、スライド部材２３の
矢印Ａ方向への動きが規制されてロック状態になると共に、ＡＣスイッチ２２とＤＣスイ
ッチがＯＮされる。
【０００６】
次にスライド部材２３のロック状態を解除するには、ソレノイド２６に通電してプランジ
ャ２６ａを矢印Ｂ方向に吸引する。すると、駆動カム２７が矢印Ｃ方向に回動して、ロッ
ク解除部２７ｄが矢印Ｄ方向に移動し、ロック状態のロック部２５ｂがロック壁２４ａか
ら外されて、カム底面２３ｄよりされに一段深く形成された２３ｅに移動し、スライド部
材２３のロック状態が解除される。
そして、スライド部材２３は、図示しない弾性部材の弾性力で矢印Ａ方向に復帰し、ＡＣ
スイッチ２２とＤＣスイッチがＯＦＦされて、スイッチ装置が初期状態に自動的に復帰す
るようになっている。
【０００７】
また、ロック状態のスライド部材２３を、手動で更に矢印Ｂ方向に移動させることによっ
て、ロック壁２４ａからロック部２５ｂが離れると、ロック部２５ｂは、カム底面２３ｄ
と、これに連なるカム底面２３ｅの段差部にガイドされてカム底面２３ｅに移動し、スラ
イド部材２３のロック状態を解除する事ができると共に、ＡＣスイッチ２２とＤＣスイッ
チをＯＦＦする事ができる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
例えばファーンヒータ等においては、使用を停止する場合には、ファーンヒータの１次側
電源供給回路がＯＦＦされる前に、２次側電源供給回路に接続されたマイコン等の制御回
路からの指令で、不完全燃焼を防止するための前処理を行ったり、あるいは燃焼部への燃
料供給停止等の前処理等を行う必要がある。
このように使用停止に際して、前処理を必要とする機器においては、前記１次側電源供給
回路をＯＦＦすると、同時に２次側電源供給回路がＯＦＦされて、マイコン等の前記制御
回路もＯＦＦされるので、前述したような、例えばファーンヒータの前処理を適正に行う
ことができなくなり、前述のような従来のスイッチ装置を１次側電源供供給回路用いるこ
とができないという問題があった。
そのために、従来のスイッチ装置を使用する場合には、前記マイコン等の制御回路を制御
して前処理を開始するためのスイッチを機器側に別に設けなければならず、ＯＮ用スイッ
チとＯＦＦ用スイッチの識別等各種機器の操作が面倒になっていた。
本発明は、上記課題を解決し、前記ファーンヒータ等機器の停止に際し前処理を必要とす
る機器への適用が可能なオートＯＦＦスイッチ装置を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を解決するための第１の解決手段として本発明のスイッチ装置は、一端部にカ
ム面を有する駆動部材と、この駆動部材を駆動させる駆動源と、スライド可能な操作部材
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と、この操作部材をロック状態、非ロック状態に保持することによりＯＮ／ＯＦＦ操作が
可能な第１スイッチと、前記操作部材の一部に形成されたカム凹部と、このカム凹部の底
面に深さの異なる複数の平坦面を組み合わせて形成したカム底面と、このカム底面に隣接
して突出形成されたロック壁と、前記操作部材のスライドで前記カム凹部の前記カム底面
に誘導されて前記ロック壁に位置し前記操作部材をロック状態に保持することができるロ
ック部材と を備え、前記操作部材は、前
記ロック状態から更に一方向に移動させることができるオーバーストローク域を有し、前
記操作部材が前記オーバーストローク域を往復移動しているときは、前記操作部材のロッ
ク状態が解除されないようにし、

前記操作部材のロック状態を解除するときは、前記駆動源の駆動で前
記駆動部材を介して前記操作部材をロック状態から非ロック状態に自動操作できるような
構成とした、
【００１０】
また、前記課題を解決するための第２の解決手段として、前記操作部材が前記オーバース
トローク域内を移動するときの前記ロック部材が位置する前記カム底面を第１平坦面で形
成し、この第１平坦面の周囲の前記カム凹部を形成する側壁の一部にガイド壁を形成し、
前記操作部材が前記オーバーストローク域内を往復移動するときは、前記ロック部材は、
前記ガイド壁にガイドされて前記第１平坦面に隣接して前記第１平坦面の深さより深い第
２平坦面側に逃げないような構成とした。
【００１１】
　また、前記課題を解決するための第３の解決手段として、

よう
な構成とした。
【００１２】
　また、前記課題を解決するための第４の解決手段として、前記駆動源

構成とした。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明におけるスイッチ装置の１実施の形態について図面に基づいて説明する。
図１は本発明のスイッチ装置を示す上面図であり、図２は本発明のスイッチ装置の正面図
であり、図３、４は本発明に係わる第１スイッチの上面図と正面図であり、図５は本発明
のスイッチ装置の要部拡大図であり、図６、７は本発明に係わるカム底面を説明する概略
図であり、図８、９は本発明に係わるロック部材の動きを説明する概略図であり、図１０
は本発明のスイッチ装置の第２スイッチを説明する要部断面図である。
【００１５】
本発明のスイッチ装置Ｓは、図１、２に示すように、プレス等によって打ち抜き加工され
た金属板から成る枠体１が上部に配設されている。この枠体１は、後述するＡＣ回路用ス
イッチから成る第１スイッチ５を取り付けるためのＡＣスイッチ部２と、後述する駆動源
１２を取り付けるための駆動源取付部４とが隣り合わせて形成され、前記ＡＣスイッチ部
２の図示右側には、後述するＤＣ回路用スイッチから成る第２スイッチ１０を取り付ける
ためのＤＣスイッチ部３が設けられている。前記ＡＣスイッチ部２とＤＣスイッチ部３と
の間に連結部１ｃが形成されている。
【００１６】
前記ＡＣスイッチ部２には、所定の高さで一部が平坦状に突出形成された段差部２ａを有
し、この段差部２ａには、下方に突き出し形成された凸部２ｂが設けられている。
また、ＡＣスイッチ部２の前方側の図示上下２箇所には、舌片状の第１カシメ部２ｃ、２
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、前記第１スイッチに並設された第２スイッチと

前記第１スイッチは、前記操作部材がロック状態にある
ときはＯＮ、また前記操作部材が非ロック状態にあるときはＯＦＦされ、前記第２スイッ
チは、前記操作部材がオーバーストローク域内を往復移動するときにＯＮ／ＯＦＦされる
ようにすると共に、

前記駆動源は可動鉄芯を有す
るソレノイドから成り、前記駆動源の駆動で、前記駆動部材を介して前記操作部材をロッ
ク状態から非ロック状態に自動操作することができると共に、前記可動鉄芯を手動で操作
して前記ロック状態の前記操作部材を強制的に非ロック状態に操作することができる

と、前記操作部材
と、前記第１と第２のスイッチとを１つの枠体に取り付けた



ｃが、図２に示すように下方側に折り曲げ形成されている。
前記ＡＣスイッチ部２が形成された枠体１の表面には、下方に突き出しされた一対の凸部
２ｄと、上方に突き出しされた一対の凸部２ｅと、この凸部２ｄと前記凸部２ｅとの間に
、一対の位置決め孔２ｆ、２ｆが貫通形成されている。
【００１７】
前記枠体１のＤＣスイッチ部３は、図１に示す上下に一対の側板３ｂ、３ｂが折り曲げら
れて、門型状に形成されている。
前記一対の側板３ｂには、舌片状の第２カシメ部３ｃ、３ｃがそれぞれ形成され、この第
２カシメ部３ｃ、３ｃ間に、後述する第２ケース１１の突部１１ｂを係合させて、ＤＣ回
路用スイッチを係止するようになっている。
前記ＤＣスイッチ部３の、側板３ｂと連結部１ｃとが交わる部分に、後述する第１スイッ
チ５の後方部を掛け止めするための掛け止め部３ｅが、切り欠き形成されている。この掛
け止め部３ｅの、連結部１ｃの下面との間に形成された隙間寸法は、後述する蓋体９の板
厚寸法より若干プラスして形成されている。
【００１８】
また、駆動源取付部４は、図１に示すように、前方に前側板４ａと、後方に後側板４ｂと
、図示上部に側板４ｃとが折り曲げられて形成されている。
前記ＡＣスイッチ部２の第１カシメ部２ｃ、２ｃ、およびＤＣスイッチ部３の側板３ｂ、
３ｂ、および駆動源取付部４の前側板４ｂ、後側板４ｃ、側板４ｄは、それぞれ図２に示
す下方側の同方向にそれぞれ折り曲げられている。
前記枠体１のＡＣスイッチ部２に取り付ける、ＡＣスイッチから成る第１スイッチ５は、
図３、４に示すような第１ケース６を有し、この第１ケース６は、樹脂材料らから成り、
上方が解放されている。
【００１９】
前記第１ケース６は、前方側に突出して後述する操作部材７のスライド移動をガイドする
ガイド部６ａが形成され、このガイド部６ａの外側面の図示下方側に凹部６ｂが形成され
ている。
前記第１ケース６の内部には、固定接点と可動接点とから成るスイッチ（図示せず）が配
設され　このスイッチをＯＮ／ＯＦＦ操作することができる操作部材７が、矢印Ｅ、Ｆ方
向にスライド可能に配設されている。
前記操作部材７は樹脂材料から成り、第１ケース６の前方側から外部に突出する操作軸７
ａが形成され、この操作軸７ａには、操作部材７を常に矢印Ｅ方向に弾性付勢する弾性部
材（図示せず）が内装されている。
【００２０】
前記操作部材７の一部には、図５に示すようなカム凹部７ｂが形成され、このカム凹部７
ｂは、図６の太線で示すような形状に形成され、このカム凹部７ｂの底面に、深さの異な
る複数の平坦面ａ、ｃ、ｄ、ｅと、この複数の平坦面ａ－ｃ、ａ－ｅを接続する傾斜面ｂ
、ｆとから成るカム底面７ｃが所定の深さで彫り込み形成されている。
前記カム底面７ｃの、それぞれの平坦面ａ、ｃ、ｄ、ｅの深さは、図７に示すように、平
坦面ｅが一番深く形成され、２番目の深さで平坦面ａ形成され、３番目の深さで平坦面ｄ
が形成され、４番目の深さ（１番浅い）で平坦面ｃが形成されている。また、平坦面ｅと
平坦面ａとの間に斜面ｆが形成され、この斜面ｆは平坦面ａに接する部分が平坦面ａより
高く形成されている。また、平坦面ａと平坦面ｃとの間が斜面ｂで結ばれている。
【００２１】
前記カム凹部７ｂの周囲には、カム底面７ｃの中で一番浅い平坦面ｃより更に浅い平坦面
ｇが形成され、この平坦面ｇの周囲に、スライド部材７の表面となる平坦面ｈが形成され
ている。
前記カム底面７ｃの略中央部には、図６に示すような、黒く塗りつぶしたロック壁７ｄを
有するハートカム部７ｅが、カム底面７ｃに隣接して突出形成されている。
このハートカム部７ｅの突出高さは、カム凹部７ｂ周囲の平坦面ｇと同じ高さで形成され
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ている。
前記ロック壁７ｄには、後述するロック部材８のロック部８ａが当接して、スライド部材
８をロック状態で係止することができるようになっている。
【００２２】
前記カム凹部７ｂには、金属棒から成るロック部材８が配設され、このロック部材８は、
両端部が略直角に折り曲げられて、一端部にロック部８ａが形成され、他端部の揺動支点
（図示せず）が第１ケース６側に支持されて配設されている。
そして、操作部材７が矢印Ｅ、Ｆ方向にスライドすることで、ロック部８ａがカム底面７
ｃ上を揺動可能になっている。
そして、操作部材７を弾性部材（図示せず）の弾性力に抗して矢印Ｆ方向に押圧すると、
ロック部材８がカム底面７ｃに誘導されてロック壁７ｄに当接する。
このロック部材８がロック壁７ｄに当接する事で、操作部材７がロック状態に係止されて
矢印Ｅ方向の動きが規制されるようになっている。この操作部材７がロック状態に係止さ
れると、第１スイッチ５（ＡＣスイッチ）がＯＮされるようになっている。
【００２３】
前記操作部材７は、ロック状態から更に矢印Ｆ方向の一方向に移動させて、ロック部８ａ
が側壁７ｇに当接するまでの間にオーバストローク域Ｙを有し、ロック部材８がオーバス
トローク域Ｙにあるときは、操作部材７をスライドさせても、操作部材７はロック状態に
保持されたままで、非ロック状態になることはない。
また、操作部材７がオーバーストローク域Ｙを移動しているときは、第１スイッチ５はＯ
Ｎ状態になっている。
【００２４】
また、第１ケース６の上部には、第１ケース６に形成された解放部（図示せず）を蓋閉す
る金属板から成る蓋体９が配設されている。この蓋体９は、図３に示すように、左寄りに
角形の開口部９ａが形成されて、下方の操作部材７のカム凹部７ｂが望めるようになって
いる。
前記開口部９ａの前方側（操作軸７ａ寄り）には、図４に示すように、下方側に折り曲げ
られた一対の基板取付部９ｂと前方カシメ部９ｃとが形成されている。　また、図６に示
す前方カシメ部９ｃの図示右側には、第１ケース６の前方側からはみ出して設けられた前
方係止部９ｄ、９ｄが形成されている。この前方係止部９ｄ、９ｄが、枠体１のＡＣスイ
ッチ部２の第１カシメ部２ｃ、２ｃに位置するようになっている。
また、蓋体９には、円形と楕円状の２つの位置決め孔９ｅ、９ｆがそれぞれ貫通形成され
ている。
【００２５】
また、蓋体９の後方側である図示右側には、第１ケース６の後方側から突出する一対の後
方係止部９ｇが、寸法Ｈの間隔を有して形成されている。
前記後方係止部９ｇ、９ｇの間には、図４に示すような、下方側に折り曲げられた後方カ
シメ部９ｈが形成され、蓋体９は、第１ケース６に前方カシメ部９ｃと後方カシメ部９ｈ
とをカシメ付けて、第１ケース６と蓋体９とが一体化されている。また、蓋体９は、後方
側に角孔状の操作孔９ｊが形成されている。
このような第１スイッチ５は、蓋体９の後方係止部９ｇ、９ｇが枠体１の掛け止め部３ｅ
に係止され、前方係止部９ｄ、９ｄが枠体１の第１カシメ部２ｃ、２ｃでカシメ付けられ
て枠体１のＡＣスイッチ部２に取り付けられている。
【００２６】
また、枠体１の第２取付部１ｂのＤＣスイッチ部３には、ＤＣスイッチから成る第２スイ
ッチ１０が取り付けられている。この第２スイッチ１０（ＤＣスイッチ）は、第１ケース
６と同じ樹脂材料から成る第２ケース１１を有し、図１に示すように、第２ケース１１の
側壁１１ａから上下方向に突部１１ｂが突出形成されている。
また、第２スイッチ１０からは、図１０に示す、蓋体９の操作孔９ｊに挿入される操作棒
１０ａが突出して配設されている。この操作棒１０ａは、操作部材７が矢印Ｆ方向にスラ
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イドすると、操作部材７の後方端部７ｆに弾接するようになっている。
【００２７】
前記操作部材７の矢印Ｆ方向のスライドで、操作部材７の後方端部７ｆで操作棒１０ａが
押されると、操作棒１０ａは回動支点１０ｂを支点として矢印Ｇ方向に回動し、リン青銅
板等の弾性部材から成る可動接点１０ｃが端子１０ｄ側に移動し、端子１０ｄと端子１０
ｅとが導通して、第２スイッチ１０がＯＮするようになっている。
この第２スイッチ１０がＯＮされると、図９に示すロック部８ａが側壁壁７ｇに当接して
操作部材７の矢印Ｆ方向へのスライドがストップする。
この状態から、操作軸７ａに加えていた押圧力を取り去ると、操作部材７が矢印Ｅ方向に
移動し、操作棒１０ａが可動接点１０ｃの弾性力で、矢印Ｈ方向に回動して、可動接点１
０ｃが端子１０ｅ側に移動して、第２スイッチ１０がＯＦＦされるようになっている。
前記第２のスイッチ１０は、突部１１ｂが第２カシメ部３ｃ、３ｃでカシメ付けられて、
枠体１のＤＣスイッチ部３にに取り付けられている。
【００２８】
また、図１に示す枠体１の第１取付部１ａの駆動源取付部４には、スイッチ装置Ｓをオー
トＯＦＦ駆動させるためのソレノイド等から成る駆動源１２が取り付けられている。この
駆動源１２はコイル（図示せず）と可動鉄芯１２ａとから成り、コイルが、枠体１の前側
板４ａと後側板４ｂとに狭持されて抜け止めされて、駆動源１２が枠体１の駆動源取付部
４に取り付けられている。
そして、コイルが初期状態の非励磁状態から通電されて励磁状態になると、可動鉄芯１２
ａが所定の吸引力で吸引されるようになっている。
【００２９】
前記可動鉄芯１２ａの先端には駆動部材１３の係合部１３ａが係合されている。この駆動
部材１３は、一端部に係合部１３ａを有し、他端部にカム面１３ｂを有し、前記係合部１
３ａとカム面１３ｂとの間に支持孔１３ｃが形成されている。　そして、駆動部材１３は
、係合部１３ａを可動鉄芯１２ｂの先端に係合させ、支持孔１３ｃが枠体１の凸部２ｂに
挿入され、支持孔１３ｃを中心として回動可能に枠体１に取り付けられている。
そのために、ロック壁７ｄにロック部材８が位置して、操作部材７がロック状態にあると
きに、可動鉄芯１２ａの吸引すると、駆動部材１３が支持孔１３ｃを中心として時計回り
方向に回動して、カム面１３ｂがロック状態のロック部８ａをロック壁７ｄから外して、
操作部材７のロックを自動的に解除できるようになっている。
即ち、本発明のスイッチ装置Ｓは、駆動源１２を駆動させて、ロック状態の操作部材７を
自動的に非ロック状態にすると共に、第１のスイッチ５をＯＦＦさせることができるオー
トＯＦＦ機能を有している。
【００３０】
前述したような本発明のスイッチ装置Ｓの操作部材７をロック状態、あるいは非ロック状
態に保持するためのロック部材８の動きを、図８、９を用いて説明する。
まず、操作部材７が一番左側に位置して、第１スイッチ５がＯＦＦされた初期状態にあっ
ては、ロック部８ａが平坦面ａ上の（７）の場所に位置した状態になっている。この状態
から操作部材７を矢印Ｆ方向に押圧すると、ロック部８ａは平坦面ａから斜面ｂを経由し
て、一番深さの浅い平坦面ｃまで誘導される。その後ロック部８ａは、平坦面ｃから平坦
面ｄ（第１平坦面）に落下すると共に、カム凹部７ｂの側壁７ｇに当接して（１）から（
２）の場所に位置し、操作部材７の矢印Ｆ方向への移動が停止する。
【００３１】
この状態から操作部材７に加えていた矢印Ｆ方向への押圧力を解くと、弾性部材（図示せ
ず）の作用で操作部材７は矢印Ｅ方向にスライドしてロック部８ａがカム凹部７ｂを形成
する側壁の一部のガイド壁７ｈにガイドされてロック壁７ｄに当接し、（３）の場所に位
置して、操作部材７がロック状態に保持される。
このとき、第１スイッチ５はＯＦＦ状態からＯＮ状態に切り換えられる。このときの駆動
部材１３は、駆動源１２が非励磁状態なので、カム面１３ｂがロック状態のロック部８ａ
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に対して接離自在になっている。
【００３２】
また、操作部材７は、ロック部８ａが図８に示す（３）の場所に位置し、ロック部材８が
ロック壁７ｄに当接したロック状態にある時に、矢印Ｆ方向の押圧力を加えると、ロック
部材８は、図９に示すように、（３）の場所から側壁７ｇに当接する（４）の場所、ある
いは（２）の場所まで移動するオーバストローク域Ｙを有している。
また、操作部材７がオーバストローク域Ｙ内を移動するときのロック部材８が位置するカ
ム底面７ｃは、なめらかに連続する同一の平坦面ｄ（第１平坦面）で形成されている。
【００３３】
また、前記平坦面ｄの周囲のカム凹部７ｂを形成する側壁７ｇの一部に傾斜壁から成るガ
イド壁７ｈを形成し、操作部材７がオーバストローク域Ｙ内を往復移動するときは、ロッ
ク部材８はガイド壁７ｈにガイドされて、平坦面ｄに隣接して平坦面ｄの深さより深い平
坦面ｅ（第２平坦面）側に逃げないようになってい
そのために、操作部材７がオーバーストローク域Ｙを往復移動しているときは、ロック状
態の操作部材７のロックを解除できないようになっている。
なお、図８、９を用いた説明では、ロック部８ａがロック壁７ｄを有するハートカム７ｅ
の周囲を移動するように説明したが、実際は、スライド部材７が矢印Ｅ、Ｆ方向に往復移
動して、ロック部材８のロック部８ａは、カム底面７ｃに誘導されてカム凹部７ｂ内を揺
動するだけで、矢印Ｅ、Ｆ方向への移動は行えないようになっている。
【００３４】
次に、操作部材７のロック状態を解除して非ロック状態にすると共に、第１スイッチ５を
ＯＦＦするには、駆動源１２のコイル（図示せず）に所定の電流を通電して可動鉄芯５ａ
を、図５に示す矢印Ｐ方向に吸引する。すると、駆動部材１１が時計回り方向に回動し、
カム面１３ｂが矢印Ｇ方向に移動する。すると、カム面１３ｂがロック壁７ｄに当接して
いるロック部８ａを移動させてロック壁７ｄから外し、ロック部８ａを平坦面ｄから一番
深い平坦面ｅ（第２平坦面）の（５）の場所に位置させると、操作部材７のロック状態が
解除されて、操作部材７が非ロック状態になる。
そして、操作部材７は、弾性部材（図示せず）の作用で矢印Ｅ方向に移動すると、ロック
部８ａは、斜面ｆの（６）の場所から平坦面ａまで誘導されて（７）の場所の初期位置に
戻り、スイッチ装置Ｓは初期状態に自動復帰すると共に、第１スイッチ５はＯＦＦされる
。
【００３５】
また、本発明のスイッチ装置Ｓは、前記駆動源１２を駆動させないで、手動で操作部材７
をロック状態から非ロック状態にすることができる。この方法として、操作部材がロック
状態のときに、駆動源１２の可動鉄芯１２ａの先端部を手動で矢印Ｐ方向に押圧して、駆
動部材１３を回動作させ、ロック壁７ｄに位置しているロック部材８をロック壁７ｄから
外して、操作部材７をロック状態から非ロック状態にすることも可能である。
【００３６】
前述したように、本発明のスイッチ装置Ｓは、手動で操作部材７を矢印Ｆ方向に移動させ
て操作部材７をロック状態に保持すると共に、第１スイッチ５をＯＮさせることができる
。また、操作部材７がオーバーストローク域Ｙ内を往復移動しているときは、操作部材７
のロック状態が解除できないようになっている。
また、操作部材７のロック状態を解除するときは、カム底面７ｃの案内ではなく、駆動部
材１３を介してロック部８ａとロック壁７ｄとの係合を解除することによって行い、この
解除操作をソレノイドから成る駆動源１２の駆動で、操作部材７をロック状態から非ロッ
ク状態に自動操作できるようになっている。
また、ロック状態の操作部材７をオーバーストローク域Ｙ内を往復移動させることで、第
２のスイッチ１０をＯＮ／ＯＦＦさせることができる
【００３７】
そのために、本発明のスイッチ装置Ｓを、例えばファーンヒータ等の機器の電源回路に用
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いた場合に、第１スイッチ５がＯＮされて操作部材７がロック状態にある時に、ファーン
ヒータ（図示せず）の燃焼を停止するには、オーバストローク域Ｙ内にある操作部材７を
矢印Ｆ方向にスライドさせて第２スイッチ１０をＯＮさせる。
この第２スイッチ１０のＯＮ信号を、ファーンヒータ側のマイコン等から成る制御回路（
図示せず）が検知すると、前記制御回路からの指令で所定時間内に、ファーンヒータ消化
時の不完全燃焼を防止するための前処理を行ったり、あるいは燃焼部への燃料供給停止等
の前処理等を行い、その後、前記制御回路からの指令で駆動源１２を駆動させて第１スイ
ッチ５をオートＯＦＦさせて、ファーンヒータの消火を適正に行うことができる。
【００３８】
また、何らかの事情で制御回路に暴走等の問題が発生した場合には、ソレノイドから成る
駆動源１２の可動鉄芯１２ａを手動で強制的に操作して、操作部材７を非ロック状態にす
ると共に、第１スイッチ５をＯＦＦする事ができるので、ファーンヒータを強制的に消火
して、制御回路に暴走等による火災等の障害を未然に防止することができる。
【００３９】
即ち、本発明のスイッチ装置Ｓは、駆動源１２はソレノイドから成り、駆動源１２の駆動
で、駆動部材１３を介して操作部材７をロック状態から非ロック状態に自動操作すること
ができると共に、可動鉄芯１２ａを手動で操作してロック状態の操作部材７を強制的に非
ロック状態に操作することができる。
そのために、第１のスイッチ５を強制的にＯＦＦさせることができる、強制ＯＦＦ機構も
有している。
なお、第２スイッチ１０の操作を、操作部材７のオーバーストロークによって切換えする
だけでなく、制御系回路に接続された第２スイッチ１０を機器の操作パネルに設けて、直
接操作できるようにしてもよい。
【００４０】
【発明の効果】
本発明のスイッチ装置は、操作部材がオーバストローク域を往復移動しているときは、前
記操作部材のロック状態が解除されないようにし、前記操作部材のロック状態を解除する
ときは、駆動源の駆動で駆動部材を介して前記操作部材をロック状態から非ロック状態に
自動操作できるようにしたので、操作部材がオーバストロー域ク内を往復移動するときは
、操作部材のロック状態を解除できないようにし、ロック状態の解除においては、操作部
材でなく駆動部材の自動操作で行うので、操作部材の操作により、１次側回路が突然切れ
ることがなく、機器側の電源回路を遮断する前の所定の処理を確実に行い、その後機器側
の電源回路を遮断することができる。
そのために、機器の運転停止の際し、前処理を必要とする機器においても１次側回路の待
機電力の少ない、環境に優しい機器の提供が可能となる。
【００４１】
また、前記操作部材が前記オーバーストローク域内を移動するときの前記ロック部材が位
置する前記カム底面を第１平坦面で形成し、この第１平坦面の周囲の前記カム凹部を形成
する側壁の一部にガイド壁を形成し、前記操作部材が前記オーバーストローク域内を往復
移動するときは、前記ロック部材は、前記ガイド壁にガイドされて前記第１平坦面に隣接
して前記第１平坦面の深さより深い第２平坦面側に逃げないようにしたので、操作部材が
オーバストローク域を往復移動しているときは、前記ガイド壁によって、操作部材をロッ
ク状態で確実に保持することができる。そのために、機器側の電源回路を遮断する前の所
定の処理を確実に行うことができる。
【００４２】
また、前記第１スイッチに並設して第２スイッチを設け、前記第１スイッチは、前記操作
部材がロック状態にあるときはＯＮ、また前記操作部材が非ロック状態にあるときはＯＦ
Ｆされ、前記第２スイッチは、前記操作部材がオーバーストローク域内を往復移動すると
きにＯＮ／ＯＦＦされるようにしたので、オーバストローク域Ｙ内にある操作部材７のス
ライドで第２スイッチをＯＮさせ、このＯＮ信号を、ファーンヒータ等の機器の制御回路
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で検知すると、所定時間内に所定の前処理を行った後に、駆動源を駆動させて第１スイッ
チをオートＯＦＦさせろことができる。従って、機器の操作パネル側に別にスイッチを設
ける必要がなく、機器側の操作部の構成を簡単にすることができる。
【００４３】
また、前記駆動源は可動鉄芯を有するソレノイドから成り、前記駆動源の駆動で、前記駆
動部材を介して前記操作部材をロック状態から非ロック状態に自動操作することができる
と共に、前記可動鉄芯を手動で操作して前記ロック状態の前記操作部材を強制的に非ロッ
ク状態に操作することができるようにしたので、何らかの異常で駆動源を駆動させること
ができなくなった場合でも、可動鉄芯を手動で押圧して、例えばファーンヒータ等の機器
側の電源回路を強制的に遮断することができ、異常による障害を未然に防止することがで
きる、安全性の高いスイッチ装置を提供できる。
【００４４】
また、前記駆動源と、前記操作部材と、前記第１と第２のスイッチとを１つの枠体に取り
付けたので、組立性がよくて、且つ取り扱い性のよいスイッチ装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のスイッチ装置の上面図である。
【図２】本発明のスイッチ装置の正面図である。
【図３】本発明に係わる第１スイッチの上面図である。
【図４】本発明に係わる第１スイッチの正面図である。
【図５】本発明のスイッチ装置の要部拡大断面図である。
【図６】本発明に係わるカム底面を説明する概略図である。
【図７】本発明に係わるカム底面を説明する概略図である。
【図８】本発明に係わるロック部材の動きを説明する概略図である。
【図９】本発明に係わるロック部材の動きを説明する概略図である。
【図１０】本発明のスイッチ装置の第２スイッチを説明する要部断面図である。
【図１１】従来のスイッチ装置の上面図である。
【図１２】従来のスイッチ装置の要部拡大断面図である。
【符号の説明】
１　枠体
１ｃ　連結部
２　ＡＣスイッチ部
２ａ　段差部
２ｂ　凸部
２ｃ　第１カシメ部
３　ＤＣスイッチ部
３ｂ　側板
３ｃ　第２カシメ部
３ｅ　掛け止め部
４　駆動源取付部
５　第１スイッチ
６　第１ケース
６ａ　ガイド部
６ｂ　凹部
７　操作部材
７ａ　操作軸
７ｂ　カム凹部
７ｃ　カム底面
８　ロック部材
８ａ　ロック部
９　蓋体
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９ａ　開口部
９ｄ　前方係止部
９ｇ　後方係止部
１０　第２スイッチ
１０ａ　操作棒
１１　第２ケース
１１ａ　側壁
１１ｂ　突部
１２　駆動源
１２ａ　コイル
１２ｂ　可動鉄芯
１３　駆動部材
１３ａ　係合部
１３ｂ　カム面
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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